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１．はじめに

　通常、株式投資は株価・財務指標等の数値情報

だけでなく、ニュース等のテキスト情報（注１）

も用いて総合的に意思決定することが多い。従っ

て、本来、その意思決定の検証は、数値情報とテ

キスト情報の両方を用いて行うべきである。しか

しながら、後者を用いるにはテキスト情報を定量

分析可能な情報に変換する必要があり、これには

技術的ならびに費用的にハードルが高いため、今

まではそのような検証が十分に行われてこなかっ

た。

　今回は、㈱金融工学研究所がニュースから推計

したタグを用いて、ニュースというテキスト情報

　本稿では、QUICK端末で配信されている日経ニュースを定量化してニュース指標を作成し、そのニュース指

標を用いた株式市場の予測可能性について検証した。分析の結果、ニュース指標は、翌営業日の株式リターンや

出来高に対して有意な説明力を持つこと、先行研究で見られたようなリバウンドが観測されることはないこと、

などが確認された。これは、本稿で用いたニュース指標が株価に対して本源的な情報を有していることを示して

おり、非常に興味深い結果である。
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